
 

早
期
離
職
の
実
状

　
　

平
成
十
二
年
版
の
労
働
白
書
に
よ
れ
ば
、
平
成
八

年
三
月
に
高
校
を
卒
業
し
て
就
職
し
た
人
の
在
職
期

間
別
離
職
率
は
、
在
職
期
間
一
年
目
に
二
四
・
〇
％
、

二
年
目
一
四
・
八
％
、
三
年
目
に
九
・
三
％
と
な
っ
て

い
る
。
就
職
後
三
年
間
の
累
計
で
は
、四
八
・
一
％
が

離
職
し
て
い
る
こ
と
と
な
る
。
こ
う
し
た
早
期
離
職

の
傾
向
は
、
こ
こ
十
年
ほ
ど
続
い
て
い
る
。

　

同
様
の
こ
と
は
、
山
形
県
内
で
も
生
じ
て
い
る
。

鶴
岡
公
共
職
業
安
定
所
に
よ
れ
ば
、
同
所
管
内
の
平

成
九
年
三
月
に
高
校
を
卒
業
し
て
就
職
し
た
人
の
離

職
率
は
、
就
職
後
三
年
間
の
累
計
で
、
男
子
が
三
五
・

九
％
、
女
子
が
五
七
・
〇
％
、
男
女
合
計
で
は
四
七
・

七
％
に
達
し
て
い
る
。
お
お
む
ね
、
高
校
を
卒
業
し

て
就
職
し
た
人
の
半
分
は
、
三
年
以
内
に
離
職
し
て

い
る
わ
け
で
あ
る
（
図
１
）。

　

一
方
、
来
春
卒
業
予
定
の
県
内
の
高
校
生
に
対
す

る
県
内
企
業
か
ら
の
求
人
は
、
本
年
七
月
末
現
在
で

前
年
同
期
比
二
五
・
七
％
減
、
求
人
倍
率
は
〇
・
三
四

倍
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
高
校
生
の
就
職
難
が
極
め

て
深
刻
化
し
た
昨
年
よ
り
も
、
一
段
と
悪
化
が
進
ん

で
い
る
。

　

通
常
考
え
れ
ば
、
こ
こ
数
年
の
高
校
卒
業
生
の
就

職
環
境
が
厳
し
さ
を
増
し
て
い
る
中
に
あ
っ
て
、

せ
っ
か
く
就
職
し
た
職
場
を
短
期
間
の
う
ち
に
離
職

し
て
し
ま
う
現
状
は
、
な
か
な
か
理
解
が
む
ず
か
し
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全
国
の
傾
向
と
同
様
に
、
山
形
県
内
で
も
新
規
高
校
卒
業
者
の
早
期
離
職
が
続
い
て
い
る
。
高
校
を
卒
業

し
て
就
職
後
三
年
以
内
の
離
職
率
は
、
ほ
ぼ
五
割
に
達
し
て
い
る
の
が
実
状
で
あ
る
。
求
人
数
の
極
端
な
減

少
の
一
方
で
、
若
年
層
の
早
期
離
職
が
続
い
て
い
る
現
状
を
ど
の
よ
う
に
理
解
し
た
ら
よ
い
の
か
。
今
回
の

レ
ポ
ー
ト
で
は
、
鶴
岡
市
が
実
施
し
た
「
地
域
雇
用
動
向
調
査
」
の
結
果
か
ら
、
高
校
卒
業
者
の
早
期
離
職

の
背
景
に
つ
い
て
報
告
す
る
。
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図１　平成９年３月卒業生の離職率推移（鶴岡公共職業安定所管内）
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い
。
離
職
後
、
再
就
職
が
困
難
な
こ
と
は
、
失
業
給

付
金
受
給
者
の
急
増
、
有
効
求
人
倍
率
の
低
下
か
ら

も
明
ら
か
で
あ
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
新
規
高
校

卒
業
者
の
早
期
離
職
が
続
い
て
い
る
実
状
を
ど
の
よ

う
に
理
解
す
れ
ば
よ
い
の
か
？

　

本
稿
で
は
、
本
年
三
月
に
公
表
さ
れ
た
鶴
岡
市
に

よ
る
「
地
域
雇
用
動
向
調
査
（
以
下
、
動
向
調
査
）」

の
結
果
か
ら
、
新
規
高
校
卒
業
者
の
就
職
に
か
か
わ

る
問
題
、
と
り
わ
け
、
早
期
離
職
の
背
景
を
考
察
し

て
み
る
。

企
業
・
仕
事
内
容
に
関
す
る
理
解
不
足

　
　
「
動
向
調
査
」
で
は
、
鶴
岡
市
内
の
製
造
業
百
十
社

（
回
答 
七
十
一
社
）、
就
職
希
望
の
鶴
岡
市
内
の
高
校

三
年
生
三
百
十
七
人
（
平
成
十
四
年
二
月
時
点
）、
お

よ
び
鶴
岡
公
共
職
業
安
定
所
に
お
い
て
失
業
給
付
金

を
受
給
中
の
失
業
者
七
百
四
人
に
対
し
て
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
を
実
施
し
、
雇
用
の
現
状
と
今
後
の
人
材
採

用
の
方
向
、
高
校
生
の
就
職
先
選
択
の
実
態
・
職
業

選
択
に
関
す
る
意
識
等
に
つ
い
て
分
析
を
試
み
て
い

る
。
そ
の
中
か
ら
、
新
規
高
校
卒
業
者
の
早
期
離
職

に
か
か
わ
る
部
分
を
以
下
に
紹
介
す
る
。

　

就
職
希
望
の
高
校
生
に
対
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

結
果
に
よ
れ
ば
、就
職
す
る
会
社
を
選
ぶ
際
に
は「
仕

事
の
内
容
」
を
最
も
重
視
し
て
い
る
（
図
２
）。
ま

た
、
決
定
に
際
し
て
は
「
自
分
の
意
思
で
決
め
た
」

と
す
る
割
合
が
高
く
な
っ
て
い
る
（
図
３
）。
こ
の

こ
と
自
体
に
特
に
問
題
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。

　

と
こ
ろ
が
、
就
職
す
る
会
社
や
仕
事
内
容
の
理
解

度
に
つ
い
て
は
「
詳
し
く
知
っ
て
い
る
」
と
回
答
し

た
高
校
生
は
二
割
に
も
満
た
な
い
（
図
４
）。

　

就
職
先
を
選
ぶ
際
に
役
立
っ
た
情
報
に
つ
い
て
は

「
先
生
か
ら
の
情
報
」
が
最
も
多
く
、「
企
業
の
方
か

ら
の
情
報
」
は
意
外
に
少
な
い
（
図
５
）。
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こ
れ
か
ら
就
職
し
よ
う
と
す
る
会
社
や
従
事
す
る

仕
事
の
内
容
に
関
し
て
、
必
ず
し
も
十
分
な
理
解
を

得
な
い
ま
ま「
自
分
の
意
思
で
決
め
た
」こ
と
と
な
っ

て
る
。
し
か
も
、
会
社
や
仕
事
に
関
す
る
情
報
の
多

く
は
、
会
社
の
人
と
話
を
す
る
と
か
、
会
社
の
現
場

を
見
学
す
る
な
ど
、
自
分
で
直
接
会
社
側
と
接
触
し

て
得
た
も
の
で
は
な
く
、
学
校
の
先
生
や
家
族
・
親

戚
、
あ
る
い
は
会
社
案
内
や
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
、

い
わ
ば
〝
二
次
情
報
〞
を
頼
り
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
就
職
す
る
直
前
の
段
階
で
就
職
内
定
先
に

対
し
て
「
満
足
し
て
い
な
い
」
人
が
既
に
約
一
割
と

な
っ
て
い
る（
図
６
）。
こ
れ
ら
の
生
徒
は
不
本
意
な

就
職
先
を
選
択
し
て
い
る
の
で
あ
り
、
早
晩
離
職
の

可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
に
つ
い
て
企
業
側
か
ら
は
「
高
校

生
が
会
社
の
業
務
内
容
等
を
理
解
し
な
い
で
就
職
す

る
た
め
に
、
入
社
し
て
現
実
を
見
て
大
変
さ
に
気
づ

く
。
そ
し
て
、
考
え
て
い
た
こ
と
と
違
う
、
お
も
し

ろ
く
な
い
等
の
理
由
で
早
期
退
職
を
し
て
い
る
」
と

の
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
る
。

職
業
観
・
就
業
意
識
の
希
薄
化

　
　

就
職
先
の
選
択
や
、
そ
の
た
め
の
会
社
・
仕
事
に

関
す
る
情
報
収
集
以
前
に
、
そ
も
そ
も
高
校
生
は
働

く
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て
い
る
の
で
あ
ろ
う

か
。「
動
向
調
査
」
で
は
、
高
校
生
の
職
業
観
・
就
職

意
識
に
つ
い
て
も
調
査
し
て
い
る
。
そ
の
結
果
、

H  

約
四
割
は
、
学
校
を
卒
業
し
た
ら
働
く
こ
と
を
当

然
だ
と
思
っ
て
い
な
い
。

H  

約
三
割
は
、
も
し
、
仕
事
の
内
容
が
自
分
に
合
わ

な
け
れ
ば
会
社
を
辞
め
る
と
思
っ
て
い
る
。

H  

約
四
割
は
、
就
職
し
た
会
社
よ
り
も
他
に
条
件
の

よ
い
会
社
が
あ
れ
ば
移
る
と
思
っ
て
い
る
。

H  

約
半
数
は
、「
仕
事
」
よ
り
も
「
自
分
の
時
間
・
生

活
」
を
優
先
す
る
と
考
え
て
い
る
。

H  

約
二
割
は
、
フ
リ
ー
タ
ー
の
方
が
気
楽
で
自
分
に

合
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

と
い
っ
た
回
答
と
な
っ
て
い
る
（
図
７
）。

　

調
査
の
対
象
に
進
学
希
望
者
は
含
ま
れ
て
い
な

い
。
し
た
が
っ
て
回
答
者
は
、
卒
業
後
は
就
職
す
る

こ
と
に
な
る
生
徒
で
あ
る
。
そ
の
約
四
割
が
「
卒
業

し
た
ら
働
く
こ
と
は
当
然
だ
」
と
は
考
え
て
い
な
い

の
で
あ
る
。
他
の
属
性
と
の
比
較
対
照
、
経
年
的
な

比
較
が
で
き
な
い
の
で
一
概
に
断
言
す
る
こ
と
は
で

き
な
い
が
、
率
直
に
言
っ
て
驚
き
を
禁
じ
得
な
い
結

果
で
あ
る
。

　

高
校
生
の
就
職
を
取
り
巻
く
環
境
が
厳
し
さ
を
増

し
て
い
る
中
、
当
事
者
の
職
業
観
と
現
実
環
境
と
の

ギ
ャ
ッ
プ
は
大
き
い
。

　

こ
の
よ
う
に
、
希
薄
な
就
業
意
識
、
働
く
こ
と
に

関
す
る
現
実
感
の
欠
如
に
対
し
て
企
業
側
で
は
「
自

分
の
適
性
を
早
い
時
期
に
知
り
、
自
分
が
ど
う
い
う

職
業
に
就
き
、
ど
う
い
う
生
活
・
生
き
方
を
す
る
の

か
考
え
て
ほ
し
い
。
目
的
を
持
っ
て
入
社
す
れ
ば
、

お
の
ず
と
意
欲
が
わ
く
は
ず
だ
」
と
ア
ド
バ
イ
ス
を

送
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
校
に
対
し
て
は
「
進
路
指
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導
の
早
い
段
階
で
、
仕
事
の
大
変
さ
、
社
会
に
出
て

働
く
こ
と
は
厳
し
い
と
の
認
識
を
持
た
せ
る
こ
と
」、

家
庭
に
対
し
て
は「
親
と
子
が
真
剣
に
向
き
合
っ
て
、

親
自
身
の
体
験
を
踏
ま
え
、
子
ど
も
の
将
来
に
つ
い

て
も
っ
と
話
し
合
う
こ
と
」
を
期
待
し
て
い
る
。

　

労
働
需
給
や
雇
用
の
拡
大
の
議
論
と
は
別
に
、
若

年
者
に
対
す
る
職
業
意
識
の
醸
成
に
つ
い
て
は
、
真

剣
な
検
討
・
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

現
行
の
就
職
慣
行
・
制
度
上
の
問
題
点

　
　

企
業
側
に
対
す
る
「
動
向
調
査
」
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
に
よ
れ
ば
、
企
業
が
新
規
高
校
卒
業
者
を
採
用

す
る
際
に
重
視
す
る
項
目
と
し
て
「
仕
事
に
対
す
る

熱
意
・
意
欲
」
を
極
め
て
重
視
し
て
い
る
（
図
８
）。

求
人
企
業
側
が
新
規
高
校
卒
業
者
に
求
め
る
の
は
主

に
「
潜
在
能
力
」
で
あ
り
、「
入
社
後
ど
こ
ま
で
成
長

し
そ
う
か
」
が
一
番
の
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
。
こ
の
た

め
、
面
接
等
に
お
い
て
は
、
そ
の
判
断
材
料
と
な
る

「
仕
事
に
対
す
る
熱
意
・
意
欲
」
や
「
仕
事
へ
の
適

性
」
を
重
視
し
て
お
り
、「
学
業
成
績
」
や
「
免
許
・

資
格
」
等
は
さ
ほ
ど
重
視
し
て
い
な
い
。

　

一
方
、
供
給
側
で
あ
る
学
校
で
は
、
校
内
選
考
の

際
に
、
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
生
徒
の
希
望
や
適
性
よ

り
も
生
徒
の
成
績
や
出
欠
状
況
を
重
視
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ま
で
一
定
の
役
割
を
果
た
し
て
き
た
指
定
校

制
、
一
人
一
社
制
、
校
内
選
考
と
い
っ
た
従
来
か
ら

の
就
職
慣
行
の
下
で
は
、（
１
）
原
則
と
し
て
一
度
に

一
社
に
し
か
応
募
で
き
な
い
こ
と
、（
２
）
特
定
企
業

へ
の
希
望
者
が
多
い
場
合
に
は
校
内
選
考
が
行
わ
れ

る
こ
と
、（
３
）
校
内
選
考
の
際
は
、
生
徒
の
希
望
や

適
性
よ
り
も
生
徒
の
学
業
成
績
や
出
欠
状
況
が
重
視

さ
れ
や
す
い
こ
と
、（
４
）
企
業
に
と
っ
て
も
採
用
す

る
人
材
の
選
択
肢
が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
高
校
生
、

企
業
と
も
に
不
満
が
多
い
。
企
業
経
営
者
か
ら
も
、

「
推
薦
さ
れ
た
生
徒
が
必
ず
し
も
企
業
の
ニ
ー
ズ
に

合
致
す
る
と
は
言
い
切
れ
な
い
面
が
あ
る
」
と
の
指

摘
が
あ
る
。

　

高
校
生
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
れ
ば
、
高
校

生
の
約
半
数
は
「
自
由
に
就
職
活
動
を
で
き
た
方
が

自
分
に
と
っ
て
有
利
だ
」
と
思
っ
て
い
る
。
ま
た
、

約
四
割
は
「
も
し
何
社
で
も
会
社
が
選
べ
る
と
し
た

ら
、
別
の
会
社
を
選
ん
で
い
た
」
と
回
答
し
て
い
る

（
図
９
）。

　

あ
る
意
味
で
不
本
意
な
採
用
と
就
職
に
な
り
か
ね

な
い
現
行
の
就
職
慣
行
が
、
就
職
後
の
定
着
率
低
下

の
一
因
と
な
っ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。
そ
の
意
味

で
、
本
年
の
就
職
採
用
試
験
か
ら
導
入
さ
れ
た
十
月

以
降
に
一
人
三
社
ま
で
応
募
で
き
る
方
式
は
、
多
少

の
課
題
を
含
み
な
が
ら
も
、
現
行
の
就
職
慣
行
を
改

革
す
る
一
つ
の
方
向
と
し
て
期
待
さ
れ
る
。
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図９　高校生の就職慣行に関する考え

資料：地域雇用動向調査（鶴岡市）
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